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要 旨
本研究の目的は、2020年度に高知県立大学看護学部学生を対象に実施した遠隔授業に対するアンケート

調査の自由記載を分析し、遠隔授業の受講状況における課題を明らかにすることである。アンケートの自

由記載データをテキストマイニングの手法を用いて分析した。前期261人（回収率78.6%）、後期162人（回

収率48.9%）の回答があった。遠隔授業が開始となった前期では、「時間」、「多い」、後期では、「スムーズ」、

「慣れる」の語句が特徴語として出現した。学年別にみると、1年生では、「わかる＋ない」、「大変」、３年

生では「課題」の語句が特徴語として出現した。共起ネットワーク分析において、遠隔授業に対する意見

や感想は、【対面授業との比較】、【遠隔授業への適応】、【授業の進め方の評価】、【授業への取り組み方】、

【資料の入手方法の評価】、【教員との連絡方法の評価】、【学びの感覚】の７つに分類された。教員は、１年

生に対して遠隔授業の受講に必要なスキルを習得する機会の提供、３年生に対して学生に課す課題につい

て各科目の教員が共同して検討する必要がある。ラーニングマネジメントシステムを用い学生の学習到達

度を把握し、学生が自己の学習へ能動的に関与する力を身につけるための教員側のサポートも必要である。
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Abstract
The objective of this study is to analyze the free response section in a questionnaire about remote

learning classes administered to students at the University of Kochi, Faculty of Nursing in AY2020, and

in the process clarify existing issues regarding remote classes. Text mining was used to analyze the free

response data from the questionnaire. Responses were obtained from 261 students in the first term

(response rate 78.6%) and 162 students in the second term (response rate 48.9%). In the first term,

when remote classes first began, keywords such as “time” and “a lot” emerged, while in the second term

they were “smooth” and “got used to.” When analyzed by year of study, the keywords found in responses

of first-year students included “understand + not” and “struggle,” while the keyword “assignment” was

found in those of third-year students. Co-occurrence network analysis classified the opinions and

reactions to remote classes into seven categories: [comparison with face-to-face classes], [adaptation to
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Ｉ．はじめに
2019年12月以降、新型コロナウイルス感染症（以

下Covid-19）のパンデミックにより、わが国だけ

でなく世界においても、遠隔教育が主流となって

きている（Pregowska et al.、2021）。わが国にお

ける遠隔教育の始まりは、明治時代であり、その

歴史は古い。明治時代では郵便を使った遠隔教育

であったが、現在では、通信技術の発達に伴うラ

ジオやテレビ、インターネットを使った教育へと

発展している（清永、ファウザー、2021）。ラジオ

やテレビ、インターネットによる遠隔教育提供方

法は、ZOOM®やTeams®を活用した同期型の遠

隔授業と非同期型の遠隔授業動画配信（オンデマ

ンド配信型授業）に分けられる（清永、ファウザー、

2021）。高知県立大学看護学部では、Covid-19感

染拡大以降、Moodle®を活用した非同期型の遠隔

授業を実施している。

2021年４月に文部科学省から示された「大学等

による遠隔授業の取り扱いについて（周知）」（文

部科学省、2021）では、日本国政府として「災害

を含めた非常時に、対面授業に相当する効果が得

られるとされる状況であれば、オンラインを活用

した教育を実施した場合に特例の授業として認め

られる」とされ、日本国政府として、デジタル時

代にふさわしい仕組として教育現場におけるICT

を活用した新たな取組が学生の希望等に応じた形

で行われるよう、その内容の一層の充実のための

具体的な検討を行いとりまとめたことが示され

た。我々教育者は、現在提供している遠隔教育に

ついて、非常時の代替手段としてではなく、デジ

タル時代にふさわしい仕組として学習効果の高い

遠隔教育を提供する必要がある。現在、各大学で

行われている遠隔教育の改善に向け、問題点や課

題を明らかすることを目的とした学生へのアン

ケ ー ト 調 査 が、海 外（Sindiani et al.、2020;

Armstrong-Mensah et al.、2020）および国内（宮

崎、2021；加納、2020）行われている。しかし、

看護系大学においては、看護学教育における遠隔

教育実践報告が多数されているものの、それらは

教育者の観点からの取り組みの記述であり、遠隔

教育を受けていた学生側の状況を明らかにしたも

のはほとんど見当たらない。遠隔教育学者ホルム

バーグの理論では、遠隔教育における学習者と講

師とのコミュニケーションにおいて、学習者の役

割が大きく、学習者に勉強する場所、時間帯など

様々な細かいことを自ら決断し、自由に学習する

環境を作る機会を与えるものであり、さらに、遠

隔教育課程で中心的なのは、人間関係、学習への

満足感であるとも述べている（Ulziinemekh、

2000）。このことから、学生を対象に調査を行い、

学生がどのような思いや考えをもちながら遠隔授

業を受けていたのかその状況を把握し、改善点を

探ることは重要である。学生の詳細な受講状況を

把握するには、系統立てられた定量的な質問項目

ではなく、学生自身の状況および思いや考えなど

を自由に記載した自由記載をデータ源にする必要

がある。本学では2020年度から遠隔授業推進プロ

ジェクトが立ち上がっており、教育の質向上に向
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remote classes], [evaluation of how classes were conducted], [approaches to classes], [evaluation of

methods to acquire materials], [evaluation of methods to contact instructors], and [sense of learning].

Instructors need to provide first-year students with the opportunity to acquire the skills required for

remote classes, and to collectively consider the assignments given to third-year students in each subject,

as a teaching team. They must also keep track of students’ learning achievement levels via a learning

management system, and provide the support required for students to acquire the capacity to become

actively involved in their own learning.

Key words：free response, remote classes, remote learning, questionnaire survey, text mining



けて調査し検討を行っている。このプロジェクト

におけるデータを活用し、2020年度に高知県立大

学看護学部学生対象で実施した遠隔授業に対する

アンケート調査の自由記載を分析し、学生の遠隔

授業の受講状況における課題を明らかにすること

を本研究の目的とした。このことにより、高知県

立大学看護学部で提供された遠隔教育についての

改善点への示唆を得る。

Ⅱ．研究方法
１．データ収集方法
本学看護学部の学生を対象に、2020年度前期の

遠隔授業に関しては2020年９月、後期の授業に関

しては2021年２月にWebでのアンケート調査を

行った。学生は、インターネットを介して回答し

た。調査項目は、学年、通信環境、遠隔授業を受

けていた場所などを問う基本項目、看護学部教員

が提供した遠隔授業を評価する項目であった。看

護学部教員が提供した遠隔授業を評価する項目

は、番号選択式（13質問項目）と自由記載であっ

た。自由記載の問いは、「遠隔授業に対する意見

や感想を教えてください」とし、基本項目や番号

選択式質問項目と同様に必須入力項目として設定

した。

２．対象
前述のアンケート調査における自由記載を分析

対象とした。2020年度遠隔授業評価アンケート

は、前期261人（回収率78.6%）、後期162人（回収

率48.9%）の回答があった。学年別では、前期で

１回生が78人（参加者全体の30%）、２回生が62人

（24%）、３回生が57人（22%）、４回生が64人（24%）、

後期で１回生が60人（37%）、２回生が36人（22%）、

３回生が37人（23%）、４回生が29人（18%）であっ

た。これらの全ての回答が分析対象となった。

３．テキストマイニングを用いた分析
収集したアンケート調査の自由記載をテキスト

データとし、Text Mining Studio for Windows

Version 6.1.0（NTTデータシステム）（以下

TMS）、KH Coder３の２つのツールを用いてテキ

ストマイニングの手法を用いて分析した。テキス

トマイニングとは、文章型すなわちテキスト型の

データを分析する方法である（樋口、2014）。テキ

ストデータの中から、言葉（キーワード）同士に

みられるパターンや規則性をみつけることができ

る（藤井他、2005）。アンケートの自由記載データ

はテキストデータとして、前期・後期、各学年の

情報は、属性データとして扱われた。

TMSでは、以下の手順で分析を行った。

１）テキストデータに頻出する単語を確認するた

め単語頻度解析を行った。

２）属性ごとに特徴的な言葉や表現を抽出する特

徴分析を行った。

３）属性ごとの遠隔授業に対してどのような評価

がされているかを確認するため、単語におい

て係る単語と受ける単語の組み合わせを抽出

する係り受け頻度解析を行った。

KH Coder３では、以下の手順で分析を行った。

１）出現パターンの似通った語、共起の程度が強

い語を線で結んだ共起ネットワーク分析（樋

口、2004）を行った。

２）共起ネットワークの結果をもとに、関係性の

まとまりについて、サブグラフとして検出し

た。

なお、分析にあたっては、原文検索にて、対面

授業のことを指していると明らかに判断できる場

合、「対面授業」、遠隔授業のことを指していると

判断できる場合「遠隔授業」として分析できるよ

うに語句を変換した。また、「コロナ」は「コロナ

禍」に変換した。

４．倫理的配慮
対象者である学生に対して、研究協力は自由意

思であること、研究協力者の研究協力の諾否に

よって、今後の教員・学生間の関係に支障はない

こと、研究協力の諾否について大学教職員へは知

らせないこと、質問紙への回答は強制ではないこ
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とを十分に説明した。本研究は、高知県立大学研

究倫理委員会の承認（看研倫20-25）を得て行った。

Ⅲ．結果
１．抽出語句
分析対象のテキストデータを算出した結果、総

単語数は3,115語であった。単語種別では、名詞

1789（57.43％）、動詞 713（22.89％）、形容詞

22（7.29％）、形容動詞 103（3.31％）、代名詞26

（0.83％）であった。

単語頻度解析にて頻出していた単語上位10位を

図１に示す。頻出単語は、「授業」、「遠隔授業」、

「良い」、「思う」、「自分」が上位５位の頻出単語で

あった。

２．特徴分析
属性ごとに特徴的に出現する単語を抽出する特

徴語分析を行った。特徴分析とは、属性毎にどの

ような言葉や表現が特徴的であるのかを抽出す

る。特徴分析では、特徴的な言葉や表現を指標値

として定量的に表される。指標値は、属性の分布

の異なり具合とその単語の頻度を掛け合わせ、程

よいバランスになるような計算式となっている。

表１は、前期・後期を属性とし特徴分析を行っ

た結果である。前期では、「対面授業」、「時間」、

「多い」の順で上位に出現した。後期では、「スムー

ズ」、「遠隔授業」、「内容」の順で上位に出現した。

表２は、学年別の特徴分析の結果である。１年生

では、「わかる＋ない」、「遠隔授業」、「動画」の順

で上位に出現した。２年生では、「遠隔授業」、「対

面授業」、「思う」の順で上位に出現した。３年生

では、「課題」、「内容」、「テスト」の順で上位に出

現した。４年生では、「なし」、「良い」、「思う」の

順で上位に出現した。
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図１ 頻出語句上位10位

表１ 前期・後期別の特徴語

表２ 学年別の特徴語



３．係り受け頻度解析
図２および図３は、テキストデータの中で単語

と単語がどのようにつながっているかを示す係り

受け頻度解析を行った結果であり、頻出した係り

受け単語における上位10位までを示す。

図２は、上位10位までの頻出した係り受け単語

における前期と後期の内訳を示している。「授業

―受ける」、「課題―多い」、「時間―かかる」の上

位３つは、前期の出現頻度が多かった。原文を確

認すると、「授業―受ける」では、「パソコンに向

き合い授業を受けるため１対１でやりとりをして

いる感覚になり、しっかり授業に集中できた。」、

「課題―多い」では、「対面授業より課題が多いの

が大変でした。」、「時間―かかる」では、「ファイ

ルが大きいとダウンロードに時間がかかり、なか

なか受講できないのは不便だった。」、「通常の対

面授業より時間がかかる気がします。」などの内

容があった。一方、「遠隔授業―慣れる」、「受講＋

できる―良い」、「問題＋ない―受講＋できる」の

下位３つは、後期の出現頻度が多かった。原文を

確認すると、「遠隔授業―慣れる」では、「最初は

慣れておらず、不便だったが、慣れるとスムーズ

にできてよかった。」、「遠隔授業に慣れて、前期よ

り効率よく学習できた。」、「受講＋できる―良い」

では、「内容を何度も確認できよかったです。」、「授

業のスピードが速い科目は動画を何度も聞くこと

ができよかった。」などの内容があった。「問題＋

ない―受講＋できる」では、「特に問題なく受ける

ことができた。」などの内容があった。

図３は、上位10位までの頻出した係り受け単語

における各学年の内訳を示している。上位２位で

ある「課題―多い」において、３年生が最も多い

出現頻度であり、次いで１年生であった。上位３

位である「時間―かかる」において、１年生が最

も多い出現頻度であった。

４．共起ネットワーク分析
図４は、共起ネットワーク分析による関連が強

い語同士を線で結び表した結果である。図５は、

関係性のまとまりごとにサブグラフとしてまとめ

られたもので、７つにグループ分けされ、グルー

プごとにコード化した結果である。７つのグルー

プのコード化は、共起ネットワーク分析結果を基

に、原文を読み、共通する内容を要約する表現と

した。

グループ①【対面授業との比較】は、「対面授業

より、自分のペースでできるし、人の話し声など

がないため集中しやすかったし学びやすかっ

た。」、「対面授業の方が遠隔授業よりも学んでい

る感じを強く感じた。」などの原文から抽出され

た。

グループ②【遠隔授業への適応】は、「家ででき

る教科は家で受講するのもいいなと思った。」「課

題を提示する日時にばらつきがあり、予定通りに

授業が進まなかった。」、「遠隔授業は課題が多く

なかなか苦労しています。」などの原文から抽出

された。
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図２ 前期・後期別係り受け頻度解析

図３ 学年別係り受け頻度解析



グループ③【授業の進め方の評価】は、「遠隔授

業は学生の理解を確認しながら受けられないため

難しいと思った。」、「授業内容を何度も振り返れ

るのはメリットだと思う。」などの原文から抽出

された。

グループ④【授業への取り組み方】は、「自分の

時間で学習できた。」、「自分の生活ペースに合わ

せて早く進めたりできるので良かった。」、「動画

で自分が聞きたいところを自由に止めたりできた

のは良かった。」、「課題を掲示する時間や日にち

にだいぶバラつきがあり、予定通りに授業が進ま

なかったりした。」、「自分で調べながら学習でき

るものは、とても良かったと感じるが、課題の量

が多く、内容がはじめてのものは理解ができず苦

しんだ。」などの原文から抽出された。

グループ⑤【資料の入手方法の評価】は、「レジュ

メ等の資料を予め配ってほしかった。」、「遠隔授

業が始まるときに手元に資料を準備した上で受け

たいと思った。」、「自宅で大量にコピーすること

が大変だった。」、「講義のレジュメを印刷して受

講したため、インク代が少しかかった。」などの原

文から抽出された。

グループ⑥【教員との連絡方法の評価】は、「質

問が対面で行えないことにもどかしさがありまし

た。」、「先生方からの質問の意味が分からない時

など、その都度連絡して聞かなければならず、い

ろんなところを経由して連絡先を知らなければな

らず、とても不便でした。」、「授業後に提出する感

想と質問に対して、先生方が質問や他の人の意見

をまとめてくださり、他の人の考えも共有できて

よかった。」などの原文から抽出された。

グループ⑦【学びの感覚】は、「自分のペースで

家にある教材を使いながら学びを深められた。」、

「寂しく感じたり、教え合ったりする習慣がなく

なってしまった。」、「遠隔授業の方が自分に合っ

ていると感じた。」、「対面授業の方が学びが多い

と感じた。」などの原文から抽出された。
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図４ 共起ネットワーク分析



Ⅳ．考察
１．前期・後期別の自由記載の特徴
前期・後期別の特徴語分析では、遠隔授業が導

入された前期は、「対面授業」、「時間」、「多い」が

上位３位を占め、さらに、「慣れる＋ない」、「わか

る＋しにくい」というような、前年度までの授業

形態である対面授業と比較して、遠隔授業に対し

否定的な語句が多くみられた。後期では、「スムー

ズ」が１位であり、「問題＋ない」、「受講＋できる」、

「慣れる」、「安心」、「役立つ」というように、肯定

的な語句が多く占めた。係り受け頻度解析でも同

様に、前期は「課題―多い」、「時間―かかる」の

語句が、後期は「遠隔授業―慣れる」、「受講＋で

きる―良い」、「問題＋ない―受講＋できる」の語

句が見られた。つまり、前期では時間がかかり、

課題の多さを感じながら受講していたのが、後期

では、遠隔授業の経験を重ねていることで、遠隔

授業に慣れ、スムーズと実感し、問題なく受講で

きるようになったといえる。

２．学年別の自由記載の特徴
看護学部１年生において、係り受け頻度解析で

は「時間―かかる」が他学年と比して最も多かっ

た。学年別の特徴語では、２から４年生では出現

していない「動画」、「コピー」、「プリント」とい

う、パーソナルコンピューター（以下PC）の操作

に関連した語句が上位に出現していた。宮﨑

（2021）が実施した遠隔教育アンケートによると、

大学１年生では、回線、ハードウェアに対して困

難さがあり、基礎的なWEBカメラの利用方法の

レクチャーが必要だったことを報告している。ま

た、大学生のICTの学修への利用状況に関する調

査（永野他、2021）によると、PCスキルは重要だ

が不便と感じていると答えた学生が学年別で１年

生が最も多く、さらに不便と感じる理由として、

個人の技術不足という回答が最も多かったことを

報告している。本学における１年生も、大学に進

学し、初めて本格的にPC等を操作する学生が多

くいることが推察され、PC操作の技術不足が「時

間―かかる」という表現につながったといえる。
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本学において、前年度までは、１年生の前期授業

で、「コンピューターリテラシー」を選択し、PC

等の操作を学ぶ授業を受講し、PC等の操作に慣

れる機会となっていた。しかし、2020年度は、す

べての科目が一斉に遠隔授業で開始になり、PC

等の操作に慣れる機会がないまま、遠隔授業を受

けなければならなくなったことも「時間―かかる」

という表現につながったと推測される。Avila et

al.（2021）の調査でも、新入生に対して遠隔教育

を行うにあたり、授業開始前にアプリケーション

活用のためのトレーニングの必要性を報告してい

る。大学入学時、１年生に対して、授業開始前に

遠隔授業を受講する方法、インターネットスキル、

PC等の機器の取り扱い方といった遠隔授業の受

講に必要な情報やスキルを習得する機会の提供

は、遠隔授業を受講する前提として取り組む必要

がある。

さらに、１年生において、学年別の特徴語では、

２から４年生では出現していない「わかる＋な

い」、「大変」が上位に出現した。佐々木（2020）

は、遠隔授業が学生に与えた影響について、大学

１年生の不安や悩みの原因として、「遠隔授業の

履修」が最も多かったと報告している。このこと

から、１年生は、授業がわからない、大変という

思いを抱えながら遠隔授業に取り組んでいる状況

といえる。学習継続の動機づけに関する研究で泉

澤ら（2021）は、１年生は入学時の志望動機が学

習の動機づけになり学習をスタートさせ、真新し

い知識や技術を学ぶことで一層意欲が増すことを

明らかにしている。１年生では、看護学専門基礎

科目を履修し、看護の基礎を学び始める学年であ

る。遠隔授業を通して興味深く学べているという

実感があることが、学習意欲が低下することなく

学習を継続できることにつながる。現在、本学で

は、ハイブリッド型として、対面授業と遠隔授業

を組み合わせた授業を行っている。千田ら

（2021）、は、大学の授業を、初めて体験する１年

生の学生のモチベーションの維持、向上がWeb授

業における最も大きな課題であると報告してい

る。また、友人同士で教え合うことや、課題の提

出の確認をすることにおいて、人間関係が十分構

築できていない１、２年生は遠隔授業では不利と

する評価が大きな割合を占めているという報告も

ある（高原他、2021）。このように低学年の特徴で

ある情報リテラシーの程度や新しい環境への適

応、人間関係の構築が不十分であることを考慮し、

１年生では対面授業を多く取り入れた授業構成

や、一方的な講義形式ではなく双方向での授業ス

タイルを取り入れた授業を実施するなどの検討が

必要である。

学年別の特徴語では、「課題」が３回生のみに出

現しており、しかも、第１位の特徴語であった。

さらに、係り受け頻度解析において３回生は、「課

題―多い」が、他学年に比して最も多くを占めて

いた。本学の学年別の必修科目数に着目すると、

１年生は13科目、２年生は23科目、３年生は22科

目、４年生は６科目と受講科目数が学年によって

異なる。３年生は、受講科目数が多いことに加え、

看護臨床科目の履修が多い。看護臨床科目は、こ

れまで学習してきた様々な領域における理論や概

念を活用して具体的な援助方法や看護過程を習得

する授業内容であり、さらに複数の看護領域の科

目が組み込まれている。３年生は同時に多重課題

に取り組む状況となることが、「課題―多い」とい

う表現につながったと考えられる。折原（2021）

によると、遠隔授業による課題が負担になること

によって、学習意欲の低下や多くの課題による疲

弊が生じるという報告がある。学部横断的に各回

生の受講科目数等を考慮し、授業及び学生に課す

課題の方法や内容、時間の検討や調整を行う必要

がある。

３．看護学部の遠隔授業に対する自由記載の特徴
共起ネットワーク分析の結果より、看護学部の

遠隔授業に対する意見や感想は、【対面授業との

比較】、【遠隔授業への適応】、【授業の進め方の評

価】、【授業への取り組み方】、【資料の入手方法の

評価】、【教員との連絡方法の評価】、【学びの感覚】
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の７つのグループに分類された。【対面授業との

比較】、【遠隔授業への適応】、【授業の進め方の評

価】、【授業への取り組み方】、【教員との連絡方法

の評価】、【学びの感覚】には、肯定的な内容と否

定的な内容が混在していた。

【対面授業との比較】では、遠隔授業は対面授

業に比べ、周囲の気兼ねなく集中して受講できる

一方、対面授業のほうが学んでいる感覚を感じて

いた。【学びの感覚】でも、自分のペースで自宅に

ある教材を使いながら学びを深めている一方、対

面授業のほうが学びは多いと感じていた。本学で

は、遠隔授業開始時は、インターネット環境が十

分ではない状況や学生側の受講環境や技術不足の

可能性などの理由から、双方向授業ではなく、オ

ンデマンド形式を取り入れてきた。樋口（2020）

が、好きな時に繰り返して動画を視聴できるオン

デマンド授業における自由度の高い学びの方を好

む学生が多いことを明らかにしている。本研究で

も、樋口（2020）の結果と同様の肯定的な評価が

あったことから、遠隔授業の方法として、繰り返

し視聴して学習できるオンデマンド形式は、効果

的な授業方法であったと考える。一方、対面授業

のほうが学んでいる感覚が大きいという意見も

あったが、本研究の対象者が感じている遠隔授業

に比べた対面授業のより深い学びは、学習目標と

照らし合わせてのより深い学びであったかどうか

不明である。田口（2020）は、ポストコロナの大

学授業について、少しでも教育効果を高める方向

でオンラインと対面を組み合わせていくことの必

要性を述べている。遠隔授業が確立してきた現

在、本学では、ブレンド型授業を実施している。

演習を含む授業においては、講義を遠隔授業で行

い、演習を対面で行う、ハイブリッド型授業を取

り入れている。遠隔授業では、ラーニングマネジ

メントシステム（LMS）を活用することが多く、

本学で活用している LMSであるMoodle®の

フィードバック機能など各種機能を用いることで

各学生がどの程度、授業内容を理解できたかを把

握しやすい。【授業の進め方の評価】では、教員が

学生の理解度を確認せず授業が進められている状

況があった。篠原ら（2020）は、看護系大学教員

が、学生の反応が十分に得られないことによる困

難感や学生の受講状況への不安を抱えながら遠隔

授業を行っていたことを明らかにし、看護の大学

教育にも遠隔授業などの手法が発展していくこと

が予想され、遠隔授業やICTなどの操作方法の習

得の必要性を論じている。教育効果を高めるハイ

ブリッド型授業を提供するため、我々教員は、

LMSを効果的に用い、学習目標の到達度を把握し

ながら授業を展開する必要がある。

【遠隔授業への適応】では、自宅での受講の良

さを感じつつも、期日までの課題提出に苦労して

いる状況があった。【授業への取り組み方】では、

自分の生活のペース、および、自分の学習ペース

で授業に取り組む一方、課題と格闘しながら学習

に取り組んでいる状況があった。Khalid et al.

（2021）によると、通常の授業に比して、遠隔授業

は、Self-Directed Learning、すなわち、学生の学

習を自己調整する能力を高める効果があり、この

力を高めるために教員のサポートが必要であるこ

とを明らかにしている。様々な授業の受講と課題

の取組について、学生自身で計画を立て、計画に

基づいて実施し、振り返り次の学習活動につなげ

る、このような、自己の学習に能動的に関与する

力は、学びをより広げることにつながる。遠隔授

業を受講する学生に対して、自己の学習を能動的

に関与する力を身につけられる教員側のサポート

体制の構築が必要である。

【教員との連絡方法の評価】では、質問への対

応の不十分さといった、受講に関するトラブルが

起こった時の対応に困っている状況があった。

【資料の入手方法の評価】では、事前の資料の入手

の困難さや印刷の手間など、否定的な評価しかな

かった。教員へタイムリーにコンタクトを取る方

法や、資料の入手も含め遠隔授業に関するトラブ

ルや問題にタイムリーに対応および解決する体制

は、遠隔授業環境の整備として必須であり、喫緊

の課題である。
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Ⅴ．研究の限界
本研究は、高知県立大学看護学部の学生アン

ケートに限定したものであり、遠隔教育の課題と

して一般化するには限界がある。また、本研究の

調査用紙は、講義科目に限定して回答するもので

あったため、演習や実習も含む看護学部教育を受

けている学生の特徴とは言い切れない結果であっ

た。今後、看護系大学で学ぶ学部学生に対象を広

げ、看護学部教育としての課題の明確化につなが

る設問も追加した調査が必要である。

Ⅵ．結論
看護学部で提供した遠隔授業における自由記載

について、テキストマイニングの手法を用いて分

析し、以下の結果と考察が得られた。

１）前期・後期別の特徴語分析では、前期は遠隔

授業に対して否定的な語句が多く出現したが、

後期は肯定的な語句が多く出現した。係り受け

頻度解析でも同様の結果であった。学生は、後

期になると、前期での遠隔授業の経験から遠隔

授業に慣れ、スムーズと実感し、問題なく受講

できるようになったと考えられた。

２）係り受け頻度解析において、「時間―かかる」

は他学年と比して１年生が最も多く、「課題―

多い」は、３年生が最も多くを占めていた。１

年生に対しては、遠隔授業の受講に必要な情報

やスキルを習得する機会の提供、３年生に対し

ては、科目を超えて横断的に、授業及び学生に

課す課題について検討する必要性があると考え

られた。

３）共起ネットワーク分析の結果より、看護学部

の遠隔授業に対する意見や感想は、【対面授業

との比較】、【遠隔授業への適応】、【授業の進め

方の評価】、【授業への取り組み方】、【資料の入

手方法の評価】、【教員との連絡方法の評価】、【学

びの感覚】の７グループに分類された。今後、

教育効果を高めるハイブリッド型授業に向け

て、LMSを効果的に用い学習目標の到達度を把

握して授業を展開する必要性、自己の学習へ能

動的に関与する力を身につけられる教員側のサ

ポート体制の構築の必要性が考えられた。
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